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 東京オリンピック・パラリンピックが新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、夏冬通じて五輪史上初めて来年

に延期されることになりました。 

 延期がオリンピックマネジメントにどのような影響を及ぼすのかを、スポーツマーケティング専攻で本学学長補

佐の藤本淳也体育学部教授に聞きました。 

 

Ｑ 五輪、パラリンピック延期のスポンサー契約への影響について 

 IOC のスポンサー契約と放映権契約は４年単位で結ばれている。現在の IOC の TOP スポンサーの契約は 2017 年

から 2020 年までだ。夏季五輪が１年ずれたことで、企業の五輪を利用したマーケティングに大きな影響を及ぼす

ことになる。もし、この４年単位を継承したとすると「2017-2020 スポンサー＆TV 局」にとって夏季大会がなくな

り、「2021-2024 スポンサー＆TV 局」は夏季大会が２回となる。東京オリンピック組織委員会のスポンサーと TV 局

の契約も 2017 年から 2020年なので、ＩＯＣやＪＯＣはスポンサー契約の戦略的な変更について早急に検討に入る

ことになるだろう。 

 

Ｑ 新型コロナウイルスによる不況下での延期が及ぼす影響について 

 新型コロナウイルス感染症の拡大で経済への多大な影響が予想されている中、ＮＯＣや選手個人、チームとのス

ポンサー契約が 2021 年まで継続できるのかどうかは極めて大きな問題だ。これまでＪＯＣは多数の国内スポンサ

ーを集めて潤沢な支援を受けていたが、東京五輪が終わったらその支援が打ち切られたり、減らされたりすること

はこれまでも予想されていた。経済的打撃を受けている企業が今後１年継続支援できるか否かは不透明だ。仮に継

続しても、2021 年のオリンピック、パラリンピックが終わった後の企業のスポーツ離れは、これまでの予測以上

に大きくなる可能性がある。また、スポーツに限らず、文化の支援やＣＳＲ、ＳＤＧs など社会的、環境的な投資

にも大きく影響を及ぼす可能性が高い。 

 日本のスポーツは歴史的にも企業が支えてきた側面が大きい。バブル崩壊時ほどではな

いだろうが、実業団の休廃部もあるのではないか。プロスポーツもプロ野球の親会社は乗

り越えると思うが、Ｊリーグの下部リーグなど広範な競技への影響が懸念される。そして、

同じく日本のスポーツを支えてきた「大学スポーツ」への影響がどう出てくるのか心配だ。 

 ピンチはチャンス。これを機にスポーツビジネスのリスクマネジメント力を高めていく

しかない。 

 

 藤本淳也（ふじもと・じゅんや） 体育学部 健康・スポーツマネジメント学科 スポ

ーツマネジメントコース。専攻はスポーツマーケティング。大学スポーツコンソーシアムＫＡＮＳＡＩ（ＫＣＡＡ）

副会長。UNIVAS（大学スポーツ協会）理事。スポーツマネジメント学会理事ほか。 

 

 ※この件の詳細や取材のご希望は下記の入試・広報部までご連絡ください。コメントをご使用の際は大学、氏名

を明記してください。写真データをご希望の方は下記に電話、メールでお知らせください。 
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東京オリンピック・パラリンピック１年延期 

「五輪マネジメントへの影響は」 本学・藤本教授に聞く 

 

 


